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祭の餅投げに走り回る子供達は満杯

の袋を手に得意顔、実りの秋です。

さて、米国では11月に行なわれ

る大統領選挙に向け論戦が佳境を

向かえています。我が国にとって

外交や経済政策に大きな影響を及

ぼすのは必至、動向が気になります。

一方 我が国では、東京豊洲新市場の

盛り土問題や2020年の東京五輪・パラリンピ

ックのコスト膨張など、行政の情報公開と説明

不足が問題となっていますが、当愛知県でも

2026年のアジア大会の招致が決定し、概算が

示されました。

刈谷市からも、３種目の競技が会場候補地と

して上がっているため、今後に向け万全な準備

備と予算編成について、市民への説明をしっか

り行い、機運を盛り上げて行く必要があります。

先般 市議会は、平成２７年度決算を審議して

閉会しました。刈谷市では法人市民税の減少は

あったものの、財政は健全さを維持しています。

今後も 円高影響が懸念されているため、引き

続き 効率的な事業運営を 求めて参ります。

10月 1日 (土) 衣替え 舗道に散り敷く落ち葉も増えて、

8日 (土) 寒露 秋祭りの支度に忙しい郷中からは

10日 (月・祝)体育の日 夜長の始まり、笛や太鼓の練習の

13日 (木) 十三夜 音が聞かれます。

20日 (木) 秋土用入り・間日 秋も中盤となり、昼夜の寒暖差

23日（日）霜降 による風邪に気をつけましょう。

"まじめに 

コツコツ､即 行動"  

頑張ります !! 

 10月 2日 (日) トヨタ車体労組定期大会
3日 (月) 市民クラブ会派定期総会
8日 (土) 幼稚園運動会

12日 (水) ～14(金)企画総務委員会行政視察
16日 (日) 元刈谷地区防災訓練
24日 (月) 全ト政策推進協議会総会

25日 (火) 刈谷市戦没者追悼式

そして、我が国 日本庭園の評価は、近年の和ブームや 海外からの観光客の

茶道人気に連れ、実は世界的なものとなっています。

その歴史は古く、平安期以前 古墳時代より墳丘の造成や地溝の開作・築堤等

大規模な土木工事が行なわれるようになりました。

庭園の構成は、池を中心にして 土地の起伏を生かす、或いは 築山を築いて

庭石や草木を配し、四季折々の鑑賞できる景色を造るのが 一般的ですが、滝や

石組みでの表現、その他にも宗教的な意味を持たせた蓬莱山、鶴島・亀島など

見立ての手法が 多く用いられています。

庭園内には 灯籠・東屋・茶室なども配され、枯山水と称される水を用いず

石・砂・植栽等で水流を表現する形式も作られましたが、それは 庭園には水が

不可欠という思想の表れでもあり、庭園を山水と呼ぶのも そのためです。

斯様に自然環境を重要視し 大切にする日本人の美意識は、雪月花を鑑賞する

に相応しい 兼六園・後楽園・偕楽園という三大名園を作り上げました。

何より、自宅の庭やベランダのささやかな緑の癒やしや、その恵みでもある

野菜や果物を与えてくれる 愛すべき庭が一番！は、言うまでもありません。

豊かな実りの向こうには、秋風の渡る
こんもりとした緑の古墳のような趣が･･･

さて、ここはどこでしょう？

9/1発行の＜№67＞の答えは､東新町は
155号線付近の、レンガの舗道に寄り添う
ように並ぶモニュメントでした。

シンプルで優しいフォルムに癒されます。



　

９月のフットワーク 

刈谷市 平成28年９月 定例議会 報告 

平成２８年度【補正予算概要】 

平成２７年度【決算報告】 
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9/7～9  本会議(一般質問)

 9/13
     ～16

 各種常任委員会
 決算・予算分科会

9/27
 決算・予算
       特別委員会

9/28  本会議(議案採決)

＜ 議 会 日 程 ＞

9/7～9  本会議(一般質問)

 9/13
     ～16

 各種常任委員会
 決算・予算分科会

9/27
 決算・予算
       特別委員会

9/28  本会議(議案採決)

＜ 議 会 日 程 ＞

◆ 主な議案の内容 

　＜平成２７年度決算＞ 　(百万円)

増減額 増減率(%)

一般会計 58,622 60,167 1,545 2.6

特別会計 26,969 29,728 2,759 10.2

計 85,591 89,895 4,304 5.0

一般会計 52,230 53,819 1,589 3.0

特別会計 24,045 26,712 2,667 11.1

計 76,275 80,531 4,256 5.6

対前年度比較

歳入

歳出

区   分 H26度 H27度

【議案】 教育長の選任の同意 ⇒ 現教育長の再任(～H31年)

指定管理者(ﾌﾛｰﾗﾙｶﾞｰﾃﾞﾝよさみ、総合運動公園・逢妻川緑地および桜づつみ等)の指定。　

H27年度決算認定、H28年度補正予算　等。

【議員提出議案】国および愛知県の私学助成拡充に関する意見書 等。

【陳情】 私立高校生学費の公私格差是正のための市町村独自の授業料助成拡充を求める陳情 等。

【意見書】 介護・保育など福祉労働者の処遇を早急に改善するよう求める意見書 等

・ 保育園備整備事業（286百万円）

・ 防災ベット設置費補助事業(4百万円)

・ 青山斎園駐車場整備事業(216百万円)

・ 公共施設連絡バス ロケーション

　　　　システム導入事業(6百万円)

・ 歴史博物館建設事業(172百万円)

 (総事業費3,446百万円 H30年度完)

〔主な補正予算事業〕 

＜平成２8年度９月補正予算＞ 　(百万円）

会計名 補正前 補正額 補正後

一般会計 55,782 1,937 57,719

特別会計 28,399 346 28,745

企業会計 4,101 0 4,101

合計 88,282 2,283 90,565

(昨年同月比 1.7%増)
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一般会計歳入歳出決算推移

歳入 歳出

(百万円)

一般会計歳出 (性質別)

消費的経費人件費･物件費

扶助費 等 ３４,６２６ (６４.３％)

投資的経費

普通建設費 等

９,１７８(１７.１％)

公債費

積立金 等

１０,０１４

(１８.６％)

（百万円）

５３,８１９

一般会計歳入 (財源別)

自主財源

市税・手数料

使用料 等

４７,２３１

(７８．５％)

依存財源

国・県支出金等

１２,９３６ (２１．５％)

６０,１６７

（百万円）

　歳入は、法人市民税の法改正も影響

し、対前年度２８億(38.9%)減少した

が自主財源比率は依然高く良好。

　歳出は、対前年度15億(3%)増加し

たが、将来投資が主な内容で、基金を

活用するなど、他事業に影響が出ない

よう適正な執行がされている。

 本会議場での私の一般質問（９月７日）抜粋 

★刈谷市の決算結果からの財政指標状況 基準水準 

子育て支援サービスが拡充されます!! 

２８年度 ２９年度

通常日 下校時～午後6時30分まで 下校時～午後7時まで

学校休業日 午前8時～午後6時30分 午前7時30分～午後7時

利用料(月額) 3,000円 5,000円

日曜・祝日 おがきえ・あおば保育園 おがきえ・あおば保育園

祝日のみ
(仮)空のうさぎ保育園
　H29年度開園(築地町)

利用料(日額)
3歳未満児　2,000円
3歳以上児　1,000円

無料

通常日 保育終了後～午後4時 保育終了後～午後4時30分

長期休業期間 午前8時40分～午後4時 午前8時40分～午後4時30分

放課後
児童クラブ

サービスの拡大内容

保育園の
休日保育

幼稚園の
預かり保育

財政状況は依然良好な水準だが、法人市民税の一部国税化や実効税率の更なる
引下げ、また、イギリスＥＵ離脱による関連企業への影響等、不透明な状況が
続くため楽観視できない。引き続き健全財政維持のための歳出の厳密化が必要。

☆ 『水道水施設の安全確保について』について

質問
災害に強い水道は不可欠、水道供給施設の老朽化およ
び耐震化、水害対策への対応は？

要望

☆ 『刈谷の統計』について

質問

要望

①改定された水道施設耐震工法指針に沿った計画的な診断と必要な耐震対策の
明確化をすべき。　②水源浄水場は築後５４年が経過、境川堤防にも隣接して
おり、老朽化や水害リスク等の課題を考えれば移転更新を検討すべき。

市民や事業者に分かりやすく有効な統計書となる今後の改善は？

①利用者ニーズを調査検討する仕組みを。　②グラフの活用など推移が見える
ような見せ方の工夫を。　③国や県、他市など比較できるような統計を。


